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はじめに
「東アジア保育者養成研究会」は、2009年6月27日の第1回目例会を発足してから4年間が
経った。当初、名古屋経営短期大学の子ども学科に在籍していた教員陣は研究会を立ち上げる中
心メンバーの大半であった。中国の研究者らと頻繁に研究活動を行ってきたうちに、東アジアの
教育・保育問題について論議し、切瑳琢磨の場を設けることが研究会を立ち上げるきっかけとな
った。学会発表(植村ら,2012；劉ら,2012；平岩ら,2013；丹羽ら,2013)・国際シンポジウム(中
田,2013)・論文発表(平岩ら,2012)などを通して、保育者養成に関わる諸問題を提起し、問題解決
の糸口を見つけることが本研究会の目的である。現在、研究会のメンバーは、中田照子（東海ジ
ェンダー研究所業務執行理事）・宍戸健夫（愛知県立大学名誉教授）・平岩定法（至学館大学名誉
教授）・丹羽正子（修文大学）・栗山陽子（名古屋経営短期大学）・陳恵貞（名古屋経営短期大学）・
劉郷英（福山市立大学）・植村広美（県立広島大学）・武小燕（名古屋経営短期大学）の9名であ
る。研究会の拠点が東海地区にあり、いままでの活動はこの地域を中心に展開してきたが、広島
県にも研究メンバーがいるため、今後はより広範囲の活動を展開していくことが期待される。
本報告書では、研究会活動の一貫として、2012と2013年に日本保育学会に於いて発表したも
のを加筆し、まとめたものである。ちなみに、発表したテーマと雅頭発表者は次の通りである。
2012年5月に、「中国における保育者の労働・生活・文化の実態と意識の調査研究①」というテ
ーマで発表し、筆頭発表者は植村広美であり、「中国における保育者の労働・生活・文化の実態と
意識の調査研究②」の筆頭発表者は劉郷英である。2013年5月に、「日本における保育者の労働・
生活・文化に関する実態と意撤の調査研究（1）」の筆頭発表者は平岩定法であり、そして「日本
における保育者の労働・生活・文化の実態と意識の調査研究（2）」の筆頭発表者は丹羽正子であ
る。
調査を行った期間について、中国では2011年3月に行われ、日本では2011年の9月と10月
であった。調査の依頼から、データを分析し学会発表するまでには、膨大なデータを処理するの
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